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教科での学びが生きる文化的行事の望ましい在り方・進め方 
－ カリキュラム・マネジメントの視点からの考察を通して － 
 
学習開発分野（18220906）佐 藤 匠 悟 
 
本研究では， 山形県内中学校にアンケート調査・ヒアリング調査を行い，中学校での「合
唱コンクール・合唱祭」等の行事に向けた取組の現状と課題を把握すると共に，教科での
学びが生きる「音楽活動を主とした文化的行事」の望ましい在り方・進め方についてカリ
キュラム・マネジメントの視点から考察した。その結果，三原(2005～2007)の「合唱コン
クール」等に向けた実践から，カリキュラム・マネジメント的手法を用いて筆者が作成し
たグランドデザインが教育現場で実施可能であることが示された。 
 
［キーワード］ カリキュラム・マネジメント，特別活動，学校行事，合唱コンクール，音楽科 
 
１ 問題の所在と方法 
文部科学省(2018)では，学校行事の目標を「学
校行事を通して，望ましい人間関係を形成し，集
団への所属感や連帯感を深め，公共の精神を養い，
協力してより良い学校生活を築こうとする自主的，
実践的な態度を育てる」としている。特に，学校
行事の１つとして広く実践されている「合唱コン
クール・合唱祭」等においては，音楽科の学習発
表に加えて，平素の学習活動以上の取組と成果を
求めている場合も多い。 
しかし，筆者は，これまでの研究で「合唱コン
クール・合唱祭」等の実施状況について調査する
中で，各学校で特色あるカリキュラムを作成し実
施しているにも関わらず，目指す資質・能力や具
体的な活動の仕組みが教員間で可視化・共有化さ
れていないのではないかと強く感じた。そこで，
カリキュラム・マネジメントの視点から「合唱コ
ンクール・合唱祭」等に向けた取組を構造的に整
理・分析することで，教科での学びが生きる文化
的行事の進め方について検討したいと考えた。 
本研究では，まず，テーマに関する先行研究を
検討し，カリキュラム・マネジメント的手法を用
いて，「合唱コンクール・合唱祭」等に向けた取組
のグランドデザインを描く。そのグランドデザイ
ンの実施可能性を探るため，県内中学校を対象に
「合唱コンクール・合唱祭」等に向けた取組状況
についてアンケート調査及びヒアリング調査を実
施し，現状と課題を把握する。さらに，カリキュ
ラム・マネジメントの視点を明確化するため，カ
リキュラム・マネジメントの三つの側面（文部科
学省，2017）を踏まえ，教科での学びが生きる「音
楽活動を主とした文化的行事」の望ましい在り
方・進め方について考察する。 
 
２ 先行研究の検討 
三原(2005～2007)は，「合唱コンクール・合唱
祭」等に向けた実践を通して，学級と音楽科教員
が連携し，限られた時数の中で生徒が主体的・効
果的に合唱練習を進めるための練習方法やカリキ
ュラムについて検討している。以下に，（a）～(d) 
の４つの視点で実践を整理・分析した。 
(a)音楽科の学習について 
三原(2005)は夏休みワークシートを使い，保護
者の協力を得ながら家庭学習で歌唱活動を行った。
また，歌詞カードに学習内容を記録する活動や，
録画機器によって記録した映像を観て課題を設定
し解決する学習を実施した。 
(b)特別活動の学習について 
三原(2006)は合唱コンクール実行委員会を立
ち上げ，生徒が主体的に活動するための役割分担
を行った。また，ワークシートや合唱ポイントテ
キストなどを活用し，発達段階に応じた取組を主
体的に進めるためのマニュアルを示している。さ
らに，「交流マネージャー」の生徒を中心に，他学
年・他学級の生徒と合唱を聴き合う活動も行って
いる。生徒アンケートの結果からも，生徒が歌う
ことや自立的に課題解決を行うことの達成感，成
果を強く感じたことを示している。 
(c)教員組織について 
 三原(2007)は，音楽科教員から学級担任向けの
「教師のための指導マニュアル」を提示し，学級
担任をサポートしている。また，ＰＤＣＡサイク
ルを基に各学年の発達段階に応じた「合唱活動マ
ニュアル」を作成することで各学級での合唱活動
の質を向上させる手立てを行っている。 
(d)継続的な合唱活動について 
 三原（2007)は，合唱活動における生徒の発達段
階に応じた指導計画を作成することの重要性を示
している。また，年間を通して継続的に合唱活動
を実践したことで，生徒が音楽科学習で学んだ基
礎的な歌唱技術を生かしながら，生徒の表現力を
高める効果があることを示している。 
以上のことを検討し，カリキュラム・マネジメ
ント的手法を用いて下図の「合唱コンクール・合
唱祭」等に向けた取組のグランドデザインを作成
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 先行研究を基にして作成した合唱コンクー
ル等に向けた取組のグランドデザイン例 
 
３ 実践と結果 
(1)アンケート調査と結果 
前述したグランドデザインの実施可能性を探
るため，『学校質問紙調査－中学校における特別活
動(文化的行事)「合唱コンクール・合唱祭」等に
ついて－』を，山形県内 31校を対象に実施した。
アンケート調査の結果を基に，以下に①～④の４
つの視点で整理した。 
①目的・期待 
表１より各学校で掲げている「合唱コンクー
ル・合唱祭」等における目標には大きく分けて，
「問１①音楽科に関すること」，「問１②特別活動
に関すること」，「問１③学級経営に関すること」
の３つに関わるものがほとんどであった。このこ
とから，「合唱コンクール・合唱祭」等は，特別活
動や音楽科学習，学級経営等を含めた総合的な教
育効果が期待されていることが示された。 
表１ 学校質問紙調査結果より問１ 
 
 
 
②生徒の主体性 
表２より，多くの学校で，「問５生徒が学級で
合唱練習をする際は，主体的に取り組んでいると
思うか」に対して，「①とても思う・②どちらかと
言えば思う」と回答している。また，「問６①学級
でも音楽科の授業で指導した学習を生かして取り
組んでいる」という回答や「問９②必要に応じて
音楽科教員が学級に入り指導している」という回
答が多いことから，音楽科での学びを学級で生か
した取組がなされていることが示された。 
表２ 学校質問紙調査結果より問５，問６，問９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③担任と音楽科教員のかかわり 
表３より，学級担任の合唱指導へのかかわり方
について，「問８③学級担任個人に任せている」と
いう回答が多いことから，学校や学年として，学
級担任と音楽科教員がかかわり方を共通に話し合
って統一していない学校が多いことが示された。 
表３ 学校質問紙調査結果より問８ 
 
 
 
④教育課程 
各学校での合唱練習の運営に関しては表４よ
り「問 14①担当又は担当チームが行事の企画とし
て職員会議で提案して進めている」という回答が
最も多かった。それに対し，「③学校独自の特色あ
るカリキュラムを作成し進めている」，「④学校教
育目標を具現化する重点教育活動として，３年間
の見通しを持った計画を，作成し進めている。」と
回答した学校は非常に少なかった。 
以上の調査結果から，各学校で「合唱コンクー
ル・合唱祭」等に対して総合的な教育効果を期待
選
択
肢
①学級担任に
任せている
②学級に入り
指導している
③学級担任にア
ドバイスしている
④その他
校
数 2 22 2 6
割
合 6.5% 71.0% 6.5% 19.4%
問９
音楽科教員の
各学級の取り
組みへのかか
わり方
選
択
肢
①とても思う
②どちらかと
いえば思う
③どちらかと
いえば思わない
④思わない
校
数 12 18 1 0
割
合 38.7% 58.1% 3.2% 0.0%
選
択
肢
①音楽科の学びを
生かしている
②合意形成、意思
決定している
③実行委員会が
進めている
④その他
校
数 14 11 8 2
割
合 45.2% 35.5% 25.8% 6.5%
問６
主体的に
合唱練習に
取り組んでいる
と思う理由
問５
主体的に
合唱練習に
取り組んでいる
と思うか
選
択
肢
①学校で統一
している
②学級で統一
している
③学級担任個人
に任せている
④その他
校
数 5 4 23 1
割
合 16.1% 12.9% 74.2% 3.2%
問８
学級担任の
合唱練習への
かかわり方
分
野
①音楽科に
関すること
②特別活動に
関すること
③学級経営に
関すること
④その他
校
数 23 15 26 4
割
合 74.2% 48.4% 83.9% 12.9%
問１
行事の
目的・期待
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しており，生徒も主体的に合唱活動に取り組んで
いる一方で，学校教育目標と関連させるなどして
学校独自のカリキュラムを作成・実施している学
校は少ないということが示された。 
表４ 学校質問紙調査結果より「問 14」 
 
 
 
(2)訪問調査結果 
アンケート調査結果から，本テーマに係る特色
あるカリキュラムを作成している県内中学校２校
（以下，Ａ校・Ｂ校とする）を訪問し，ヒアリン
グ調査を行った。以下に，Ａ校・Ｂ校のそれぞれ
の調査結果を，先行研究の検討で用いた（a）～(d)
の４つの視点で整理・分析した。さらに，Ａ校・
Ｂ校それぞれの合唱コンクール等に向けた取組の
グランドデザインを示した。 
①Ａ校の調査結果についての整理・分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ Ａ校の調査結果を基に作成した合唱コンク
ール等に向けた取組のグランドデザイン 
(a)音楽科の学習について 
音楽科の歌唱指導において，１学期からルーブ 
リック評価の項目に基づき，指導していた。また，
合唱の単元学習において，学習内容を楽譜に書き
こむ習慣をつけたり，タブレットやＩＣレコーダ
ー等のＩＣＴ機器を用いた課題解決学習を行った
りすることで，学級活動で活用できる自立的な学
び方を指導していた。 
(b)特別活動の学習について 
中間発表会を２回計画しており，各学年による 
発表会と，縦割り学年による発表会を実施してい
た。縦割り学年による発表会では，上級生から下
級生へアドバイス等を実施していた。 
(c)教員組織等について 
全教員が文化祭実行委員のいずれかの部門を 
担当し，全教員体制で指導していた。 
(d)年間を通した合唱活動について 
年間を通して生徒会中心に「朝のさわやか合唱 
団」という生徒会による朝の合唱活動を行ってお
り，合唱祭の時期は学年合唱の発表・縦割りの教
え合い活動も行っていた。 
②Ｂ校の調査結果についての整理・分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ Ｂ校の調査結果を基に作成した合唱コンク
ール等に向けた取組のグランドデザイン 
(a)音楽科の学習について 
合唱コンクール前の音楽科の授業で，生徒が学 
級活動の際に設定した課題を解決するために，教
師が支援を行いながら生徒が自立的に練習する活
動を行っていた。 
(b)特別活動の学習について 
合唱委員を中心に，終わりの会後の練習の計
画・実施，生徒と担任による学級独自の練習法の
計画，活動の振り返りなどを行っていた。 
(c)教員組織等について 
「協同的な学び」を軸とした学校研究に取り組
んでおり，教師間で指導観を統一して教科横断的
に指導している。 
(d)年間を通した合唱活動について 
生徒会活動として年間を通して全校集会での
合唱練習を行っており，生徒会執行委員の合唱担
当の生徒を中心として，課題解決的に練習法を工
夫して実施していた。 
 
４ 考察  
Ａ校・Ｂ校の調査結果の整理・分析によって得
られた結果を基に，カリキュラム・マネジメント
の三つの側面を踏まえて，教科での学びが生きる
「音楽活動を主とした文化的行事」の望ましい在
り方・進め方について考察した。 
(1)「教科等横断的なカリキュラム」について 
両校とも「合唱コンクール」を「文化祭」の一
部として位置付けており，「文化祭」が他教科の学
選
択
肢
①職員会議で提案
する行事
②音楽科・特別活
動の指導計画
③学校独自のカリ
キュラム
④学校目標を具現
化する教育計画
⑤その他
校
数 30 6 2 1 0
割
合 96.8% 19.4% 6.5% 3.2% 0.0%
問１４
学校全体で
どのように計画
して取り組んで
いるか
習発表の場にもなっていることから，行事に向け
た学習活動が教科横断的に進められていた。また，
行事に向けた準備に多くの教員が関わり，「チーム
学校」としてよりよい取組に向けた活動がなされ
ていた。また，Ｂ校においては「協同的な学び」
を軸とした学校研究における研究テーマと，文化
祭に向けた活動目標の方向性が一致しており，教
師間で統一された指導観のもと，生徒が教科横断
的に学び方を活用することにつながっていた。 
(2)「評価・改善のＰＤＣＡサイクル」について 
両校の子どもたちは小学校から合唱活動に親
しみ，楽しむ心が育っていた。また，上級生は学
年が上がるにつれて合唱の質が上がっていくこと
に誇りを持つとともに，下級生は上級生に対する
憧れを持っていた。このことが，生徒の主体的な
取組の中で，継続的により良い合唱をつくってい
こうとする意識を育てていることが分かった。さ
らに，Ａ校では音楽科の授業におけるルーブリッ
ク評価の活用によって，Ｂ校では「協同的な学び」
を軸とした学校研究によって，「合唱コンクール」
等に向けた教育活動の評価・改善につなげていた。
加えて，両校とも音楽科教員と学級担任との日常
的な関わりの中で，同僚性を育みながら音楽科の
授業中の生徒の様子を伝えており，生徒の変容を
見取りながら評価していた。 
(3)「地域資源の活用」について 
両校とも，「合唱コンクール」等に向けた専門
的な合唱指導を受けることを目的として，地域に
住む山形県の合唱教育を牽引してきた教育者を招
いていた。また，文化祭に地域住民を聴衆として
招いており，地域住民を巻き込みながら，生徒に
とってより達成感の大きい活動を展開していた。 
 
５ 到達点と課題 
本調査を通して，各学校では「合唱コンクー
ル・合唱祭」等に対して総合的な教育効果を期待
しており，生徒も主体的に合唱活動に取り組んで
いることがわかった。一方で，総合的な教育効果
を具現化するために，「合唱コンクール・合唱祭」
等を学校教育目標と関連させるなど特色あるカリ
キュラムを可視化・共有化している学校は少ない
ということが示された。そこで，実施可能なカリ
キュラムの検討のため，三原(2005～2007)の「合
唱コンクール」等に向けた実践から，カリキュラ
ム・マネジメント的手法を用いたグランドデザイ
ン作成した。そして，ヒアリング調査の結果を基
に作成した山形県内で特色ある実践を行っている
中学校２校の実践についてのグランドデザインと
比較したところ，非常に近い構成であることが分
かった。このことから，本研究で作成したグラン
ドデザインの有用性が示されたと同時に，カリキ
ュラム・マネジメント的手法を用いて取組を構造
化することによって，教科での学びが生きる文化
的行事を効果的に進める可能性があることが分か
った。 
 課題は，本研究において生徒の視点が不十分で
あり，「合唱コンクール・合唱祭」等に係る教育効
果による生徒の変容を見取れなかったことである。
また，個々の教育活動の効果的な指導法や評価基
準・方法の具体的な提示がなく，一般化するのが
難しいということである。今後の研究では，本テ
ーマに係る特色あるカリキュラムを作成している
学校を継続的に調査し，生徒の変容を見取るとと
もに，自立的な課題解決学習を促す教科教材の検
討や合唱活動におけるパフォーマンス評価を可能
にするループリック観点表の作成等を進めていく
必要あると考える。 
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